
新型コロナウイルスの世界的感染拡大によって、私た
ちの生活は大きな痛手を被りました。
従来の行動様式がリセットされ、社会もビジネスも、

デジタルトランスフォーメーション（DX）の波が加速し
ています。9月1日には「デジタル庁」が正式に発足し、私
たちはデジタルを活用する社会に変革していくこの好
機をしっかりと掴まなくてはいけません。
本シンポジウムでは、自治体、企業、市民が、地域で連
携しながら同時にDXを推進していくための方策を探
り、そのヒントをご提供いたします。「デジタル社会」に
関心のある方なら誰でも奮ってご参加ください。デジタ
ルがもたらす地域の未来を一緒に考えていきましょう。

コロナ禍を越えてその先へ。
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静岡大学情報学部主 催
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後 援

お申込み

開催日時

プログラム モデレーター＆パネリスト プロフィール

HEPT組込みソフトウェア技術コンソーシアム

静岡大学工学部、浜松ソフト産業協会

事前予約は不要です。
本シンポジウムへの参加は、
浜キャンフェスタ
特設Webサイトから
「地域DX推進シンポジウム」
にアクセスください。

※本シンポジウムは録画され、後日公開配信を予定しています。

静岡大学 情報学部長　笹原 恵 氏

キーノートスピーチ（30分）

（浜松市長・鈴木 康友 氏）

2020年度に総務省から「自治体DX推進計画」が発表さ
れました。
浜松市も2019年に「デジタルファースト宣言」を掲げ、デ
ジタルの力を最大限に活かした持続可能な都市づくりの
推進を掲げ、デジタル・スマートシティ実現による新しい自
治体運営に取り組んでいます。地域社会全体のDXをど
のように推進してゆくか、浜松市の「デジタル・スマートシ
ティ構想」について、現在の浜松市の取り組みや地域の
産業との連携などについてお話しいただきます。

パネルディスカッション(50分）

「DX （デジタルトランスフォーメーション）の明日を探る」
「守りのDX」（既存業務の改善・効率化）から、「攻めのDX」（ICT主導の
価値創造）へ、企業や自治体はどのように切り替えていくか、浜松市長と
共に議論します。自分たちが今どの段階にいて、これから何を目指せば良
いか、DXの本質が何なのか皆様とともに、明らかにしてゆきます。

浜松市長
鈴木 康友 氏

大本 義正 氏（静岡大学 情報学部・准教授）

伊東 暁人氏（静岡大学 人文社会科学部・教授）

本條 晴一郎 氏（静岡大学 工学部・准教授）

原田 伸一朗 氏（静岡大学 情報学部・准教授）

遠山 紗矢香 氏（静岡大学 情報学部・講師）
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17:00～18:30
型コロナウイルスの世界的感染拡大によって、私た
生活は大きな痛手を被りました。
来の行動様式がリセットされ、社会もビジネスも、

開催日時
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コロナ禍を越えてその先へ。

地域DX推進シンポジウム

参加無料

開会挨拶

静岡大学 副学長・理事　川田 善正 氏閉会挨拶

第1部

第2部

モデレーター　静岡大学情報学部・准教授　大本 義正 氏

東京大学教養学部後期課程卒業、同大学大学院 総合文化研究科広域科学専攻にて博士 （学
術）取得。人間と他者のつながりをモデル化することと、その際に必要とされる他者の意図
理解に焦点を当て、人のコミュニケーション、会話エージェントなどの研究を進めている。
現在は、受動的な観察による人間の意図推定から脱却し、能動的な働きかけによって意図
の変化を引き起こすコミュニケーションAIの作成に取り組む。

鈴木 康友 氏（浜松市長）
1976年 静岡県立浜松北高等学校卒業、1980年 慶應義塾大学法学部卒業、1985年（財）松
下政経塾（第1期生）卒業、2000年 衆議院議員初当選、2003年 衆議院議員 2期目当選、
2007年に浜松市長就任、現職。座右の銘は至誠通天（真心をもってすれば認められる）。

静岡県立浜松工業高 情報技術科卒業、中京大学大学院情報科学研究科にて博士（認知科学）
取得。情報学と認知科学を基盤としたICT活用教育の研究に携わってきた経験を活かし、大
学外では小学校等へのプログラミング教育や、同先生方向け研修会を行っている。現在は
静岡県教育委員会「ふじのくに学校教育情報化推進計画策定委員会」副委員長として県内
学校の情報化推進に関わる。

東京大学法学部卒業、筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士後期課程修了。法学
および図書館情報学を研究してきた経緯を活かし、自治体の情報公開・個人情報保護制度
や公共図書館など、情報社会を支える知的インフラに関わる社会活動にも携わる。現在、静
岡県にて計画中の新県立中央図書館のDX検討に関する有識者会議委員を務めており、地
域住民の知の交流拠点である「図書館」のデジタル変革のあり方を考えている。

東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻および法政大学大学院経営学研究科経営学
専攻修了。博士 （学術）および博士（経営学）。複雑系科学、脱植民地化の研究を経て、現在は
製品やサービスの利用者自身が製品開発を行うユーザーイノベーション、意味をR&Dの対
象とするデザインドリブンイノベーション （意味のイノベーション）、それらを支えるデジ
タルマーケティングを、経営学を中心とした学際的な観点から研究している。

筑波大学大学院経営・政策科学研究科修了。企業で情報システムの企画・設計・開発管理等
に従事した後、1992年より静岡大学。経営情報論、情報化政策と地方ソフトウェア産業の
関係、情報システムの開発管理などを考察。自治体等の情報化構想委員や情報システム総
合評価審査委員などを歴任。主な編共著として『現代社会と企業』『経営情報学入門』『情報
技術を活かす組織能力 - ITケイパピリティの事例研究』など。

「デジタル・スマートシティ、浜松市が目指すもの」

https://www.inf.shizuoka.ac.jp/hamacamfesta/　

パネリスト

お問合せ先 静岡大学 情報学部 地域連携推進室（TEL / FAX： 053-478-1579）chiiki-megumi@ml.inf.shizuoka.ac.jp


